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ほんのり紅赤色の尾が長い小鳥。全長15cm程

で、雄は全体的に艶やかな紅赤色を帯び、喉や額

は白く、翼は黒褐色で白色の帯がある。雌は全体

的に淡い黄褐色で、黒褐色の縦斑がある。

繁殖地は北海道やシベリアなどで、関東付近で

は冬鳥として10〜４月に平地から低山の林縁や草

地、河原などに飛来する。比較的開けた環境の草

藪の中などに隠れていて、時々餌を食べに出てく

る。鳴き声は「フィッ、フィッ」など。餌はイネ

科やタデ科などの植物の種子や果実、芽生えてき

た新芽などで、短く太い湾曲したくちばしで、硬

い種子も食べられる。冬枯れの草原で目立たない

植物の実や芽だが、それが栄養源となって体力を

維持し、春になると北方へ渡っていく。

(写真・文 森林インストラクター 藤原 裕二)
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高尾山のいきものたち

ベニマシコ
（アトリ科）

窯内に熱風を送り込む作業

伏焼き窯による炭焼き方法を説明 谷田貝先生の講義

高尾森林ふれあい推進センター主催「森林カレッジ３」を開催

11月2９日（土）に森林カレッジ３を開催。今回は

「森林の恵みと共に～炭焼き、そして森林の香り～」

と題した谷田貝先生の講義と、伏焼き窯での炭焼き体

験、花炭作成をしていただきました。（参加者７名）
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編 集 後 記
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この季節、イイギリの木に赤

い実がたくさんぶら下がってい

るのを見かけます。山を遠望し

たり見上げたりすると見つかり

ます。探してみてはいかがで

しょうか。 イイギリの実

森林の働きを現地で観察 丸太切りの前に木の重さを体験

西東京市立 谷戸小学校 （11月10日） 51名

森林の働きを学習 丸太切り体験

東村山市立 南台小学校 （11月17日） 52名

公募イベント「炭焼き体験」の参加者募集
は終了しました。
多数のご応募ありがとうございました。

開催は12月13日（土）です。

参 加 者 募 集 終 了 ！

5年度のイベントで作成した竹炭

令和７年12月25日～令和８年3月31日の間、日影沢キャンプ場は閉鎖します。

お知らせ


